
―持続可能な地球環境と食環境の維持・創出を目指す―

未来バイオ環境共創センター
“Future BioEnvironment Initiative-Center:FuBEIC“

2022年４月に京都先端科学大学バイオ環境学部・研究科は未来バイオ環境共創
センター（FuBEIC：フューベイック）を創設し、人類の生存に必須な持続的地球
環境や食環境の維持・創出に貢献するための新たな研究・教育組織を目指します。
FuBEICは、先端的な研究・教育に加え、オープンイノベーション活動：OICKの

一翼も担い、企業・自治体等との共同研究、技術支援・リカレント教育などを通じ、
地域産業を支援し、その活性化を図ることを目的とます。

＜バイオ環境研究の国際的推進＞
持続的地球環境や食資源の維持・創出に貢献するための先端的かつ融合的な研究
を、国際連携や国内連携を通して推進する。

＜インターナショナルバイオ環境スペシャリストの育成＞
地球環境・食資源の保全と利用を担うインターナショナルバイオ環境スペシャリ
ストを育成する。

＜農・産・官・学連携によるイノベーション＞
本学、亀岡市、亀岡商工会議所と立ち上げた、OICKの一翼を担うとともに、企
業・自治体等との共同研究、技術支援、リカレント教育などを通じ、地域の農
業・産業を支援し、国際化も含めたその活性化を図る。

～FuBEICの目指すもの～
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